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本要項にて公表した内容から変更があった場合は、変更後の募集要項を本学ホームページにてお知らせ

します。なお、状況によっては、複数回変更となる場合もあります。 

本課程は『職業実践力育成プログラム（BP）』の認定を受けています。 

「職業実践力育成プログラム（BP：Brush up Program for professional）」とは、大学・大学院・短期大学・高等専門学

校におけるプログラムの受講を通じた社会人の職業に必要な能力の向上を図る機会の拡大を目的として、大学等における

社会人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムを「職業実践力育成プログラム（BP）」として文部科学大

臣が認定するものです。本課程は、2024 年 12 月に文部科学省「職業実践力育成プログラム」に認定されました。 
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Ⅰ．入学試験要項 

◆理念・教育目的・認知症看護分野の目的・期待される能力及び求める研修生像 

 

１．理 念 

医療の高度化及び社会環境の著しい変動のなかで、看護に期待する国民ニーズに応えるためには、熟

練した看護技術と専門的な知識を備え、他の看護者のケアの質の向上に資するとともに、他職種との調

整をはかり、総合的で質の高い看護を実践する人材の育成が必要である。 

保健医療の生涯学習の拠点として、また教育・研究の中核機関として、社会に貢献するという建学の

理念を実践すると共に、看護職者のキャリア支援に向けた教育を行い、もって看護ケアの広がりと看護

の質の向上に貢献することを目的とする。 

 

２．教育目的 

① 特定の分野において、高い臨床推論力と病態判断力に基づき、熟練した看護技術と専門的知識を

用いて看護実践ができ、その分野における看護ケアの質の向上に資する役割を果たすことができ

る人材を育成する。 

② リーダーシップを発揮し、患者・家族ケアの質の向上をめざして、他職種との調整やチーム医療

の推進を主体的に進めることのできる人材を育成する。 

③ 看護師自身及びケアの対象者である人間について、より深くより広い視野から理解しようとする

柔軟で知的な精神を自ら育み、もって看護倫理に基づいた実践のできる人材を育成する。 

 

３．認知症看護分野の目的 

① 認知症看護分野において、個人、家族及び集団に対して、高い臨床推論力と病態判断力に基づき、

熟練した看護技術及び知識を用いて水準の高い看護を実践する能力を育成する。  

② 認知症看護分野において、看護実践を通して看護職に対し指導を行える能力を育成する。  

③ 認知症看護分野において、看護職等に対しコンサルテーションを行える能力を育成する。  

④ 認知症看護分野において、多職種と協働しチーム医療のキーパーソンとしての役割を果たせる能

力を育成する。 

 

４．期待される能力 

① 高い臨床推論力と病態判断力に基づいて、認知機能障害及び身体疾患の合併による影響をアセ

スメントし、治療的援助を含む健康管理を行うことができる。 

  ② 認知症の発症からエンドオブライフまで、住み慣れた地域あるいは在宅で生活を継続できるよ

う、症状マネジメント及び生活機能の評価と支援、家族支援を行うことができる。 

  ③ 認知症の人がもてる力を発揮できるよう生活・療養環境を調整することができる。 

  ④ 認知症の人の権利を擁護し、あらゆる場において認知症の人の意思が適切に反映されるよう、意

思決定能力の評価、人的・物理的環境の整備、認知機能に応じた配慮ができる。 

  ⑤ 地域包括ケアシステムにおいて、多職種と協働しチーム医療のキーパーソンとしてケアサービス

推進の役割を果たすことができる。 

  ⑥ 認知症看護の実践を通して役割モデルを示し、看護職への指導を行うことができる。 

  ⑦ 認知症看護分野において、看護職等に対し、相談対応・支援を行うことができる 

 

５．求める研修生像 

上記のような人材に成長するために必要な資質を、求める研修生像として示すと以下のようになりま

す。 

・自然や人にやさしく深い洞察力を持ち、よいコミュニケーションがとれる人 

・知的好奇心が旺盛であり、課題に主体的に取りくめる人 

・広い視野を持ち、人に対し柔軟で倫理的な対応のできる人 

・他の医療専門職と協働し、連携を推進するためのリーダーシップのとれる人 

・認定看護師として専門的知識・技術を高め、社会に貢献できる人  
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１．募集分野 

  認知症看護分野（特定行為研修を含む） 

    

 

 

 

 

２．募集人員 

12 名（編入学者*含む） 

  ＊編入学者：特定行為研修を修了しており、認定看護師教育を受けるために入学する者をいいます。 

   なお、科目の履修単位認定をすることができるため、詳細は入試・広報課までお問い合わせください。 

 

 

３．入学検定料 

  50,000 円 

  

 （1）入学検定料は、金融機関等の窓口またはATM でお振り込みください。振込手数料は、各自の負担

となります。 

   【振込先】 

    肥後銀行 本店 普通預金    口座番号 ２３６０２７４ 

         ガク）ギンキヨウガクエン 

    口 座 名 学校法人 銀杏学園  

   【振込期間】 

    令和７年11 月17 日（月） ～ 令和7 年12 月10 日（水） 

 

（2）入学検定料振込み後、振込みが確認できる①または②のいずれかを【様式７】に貼付の上、提出し

てください。 

  ① 振込依頼書を利用する場合：振込依頼書の本人控え（コピー可） 

  ② ATM 利用の場合：利用明細書 

    振込伝票等（コピー可）の残高は黒く塗り潰してください。 

   ※ 振込金額、振込人名が明記されているものの貼付に限ります。 

 

（3）既納の入学検定料は、原則として返還できませんので、あらかじめご了承ください。 

 

※ 大学の指定する自然災害により被災し､令和 8 年度入学試験において本学を志願される方に対し､

入学検定料の減免制度があります。大学の指定する自然災害が発生した場合は、ホームページにて

お知らせいたします。 

 

 

４．出願期間 

  令和7 年11 月17 日（月） ～ 令和7 年12 月10 日（水）【出願期間内必着】 

 

特定行為研修〈２区分〉 

① 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

② 精神・神経症状に係る薬剤投与関連 
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５．出願手続 

（1）出願書類は、レターパックプラス（赤色）で郵送してください【出願期間内必着】。ただし、出願期

間最終日のみ、本学窓口への持参が可能です（午後５時まで）。 

品名欄には、「認定看護師教育課程（認知症看護分野）出願書類在中」と記載してください。 

※ 出願書類の記入もれ、押印もれ等にご注意の上、郵送してください。 

   【提出先】 

    〒861-5598 熊本市北区和泉町325 

   熊本保健科学大学 入試・広報課   TEL：096-275-2215 

（2）出願期間を過ぎて届いたものは受け付けませんので、郵送の期間を十分に考慮して間違いのない

ように郵送してください。 

（3）受験票が試験前日になってもお手元に到着していない場合は、入試・広報課までお問い合わせくだ

さい。 

 

 

６．選抜方法 

（1）出願書類、筆記試験の得点及び面接試験の結果により、総合的に合否を決定します。 

   なお、本学が課す筆記試験及び面接試験のいずれかを受験しなかった場合は、合否判定の対象とは

なりません。 

 （2）面接試験の結果によっては、筆記試験の得点にかかわらず不合格とすることがあります。 

  【試験日・試験会場】 

試 験 日（試験会場） 時  間 試 験 科 目 配 点 

令和8 年１月10 日（土） 

（熊本保健科学大学） 

 
出願書類（認定看護分野における看護実践内容、認

定看護分野に関連する実績、特定行為実習の調整） 
050 点 

9：30 ～ 10：30 
筆記試験 

認知症専門基礎科目（マーク形式） 100 点 

11：00 ～ 12：00 小論文（記述形式） 050 点 

13：00 ～ 00：00 面接試験 段階評価 

・試験開始時刻の20 分前までに試験室に入室してください。 

・試験開始後20 分以上経過した遅刻者の受験は認めません。 

   ・筆記試験は、客観式テスト（マーク形式）及び記述形式となるため、黒鉛筆（H、F、HB に限る）、

シャープペンシル（黒い芯に限る。記述問題解答用またはメモ・計算用）及びプラスチック製の消

しゴムを必ず持参すること。 

   ・面接試験は、当日時間を指定します。 

   ・試験室には、時計はありません。各自で用意してください。不正防止の観点から、辞書、電卓、

端末等の機能があるもの（スマートウォッチ等）や、それらの機能の有無が判別しづらいものは

使用できません。 

 

 

７．合格者発表 

令和8 年1 月20 日（火） 午前10 時 

受験者本人に合否の結果を郵送します。また、参考までに本学のホームページに合格者の受験番号を

掲載します。なお、電話等による合否についての照会には応じられません。 
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８．入学手続 

（1）入学手続期間 

    令和8 年1 月20 日（火） ～ 令和8 年1 月30 日（金） 

   ※ 入学手続の詳細については、変更の可能性がありますので、合格通知の際に同封する「入学手続

のしおり」で確認し、所定の期日までに入学手続を行ってください。 

なお、所定の期日までに入学手続をしなかった場合は、入学を辞退したものとみなします。 

 

 （2）入学金及び学納金 ※ 入学金及び学納金を入学手続期間内に全額納入してください。 

    ①特定行為研修を組み込んだカリキュラム受講生 

入学金 050,000 円 

学納金 

授業料 
認定看護分野 800,000 円 

計 1,200,000 円 
特定行為研修 400,000 円 

委託徴収金 
005,470 円 （保険料：研修補償制度） 
 ※ 令和7年４月現在。保険料の改定があった場合は差額を申し受けます。 

   ②編入学者 

入学金 050,000 円 

学納金 

授業料 認定看護分野 
800,000 円  
※上記金額は 2 ページに示す特定行為 2 区分を修了している場合です。これ

以外の場合は科目の履修単位数によって金額が変わります。詳しくはお問い
合わせください。 

委託徴収金 
005,470 円 （保険料：研修補償制度） 
 ※ 令和7年４月現在。保険料の改定があった場合は差額を申し受けます。 

＜自己負担となる費用＞ 

◇教科書の指定はありません。参考図書を適宜紹介します。 

◇臨地実習施設は熊本県内を予定しており、移動や宿泊に係る費用は自己負担です。 

※ 入学式・オリエンテーション後から 8 月中旬までは、オンラインで講義や科目終了試験を行い

ますので、大学までの移動などの費用負担はありません。 

※ 大学の指定する自然災害により被災し､令和 8 年度に本学に入学される方に対し､入学年度の学

納金の減免制度があります。大学の指定する自然災害が発生した場合は、ホームページにてお知

らせいたします。 

 

（3）入学辞退 

    入学手続終了後、やむを得ない理由によって入学辞退を希望する場合は、令和8 年3 月31 日（火）

午後 5 時までに入学辞退届（様式任意）を本学窓口に提出してください。所定の期限内の入学辞

退であれば、納入金のうち入学金を除く学納金を返還します。 

   ※ 学納金の返還には、入学辞退届受理後１か月程度お時間をいただきますので、あらかじめご了承

ください。 
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９．教育期間 

  令和8 年4 月1 日（水）～令和9 年3 月31 日（水） 

 

（1）年間スケジュール 

令
和
８
年 

4 月2 日（木） 

4 月3 日（金） 

4 月上旬～8 月中旬 

8 月中旬～8 月下旬 

 

9 月～10 月 

11 月中旬～12 月中旬 

12 月下旬 

入学式 

オリエンテーション 

共通科目：講義・演習は、ｅラーニングによる遠隔教育 

共通科目：実習・試験は、本学において集合教育 

区分別科目：講義・演習・試験は、本学において集合教育 

専門科目：本学において集合教育 

臨地実習 

ケースレポート作成 

 

本学 

自宅 

本学 

本学 

本学 

熊本県周辺施設 

本学 

令
和
９
年 

1 月 

2 月 

3 月 

特定行為実習（★ 6 ページ参照） 

修了試験 

修了式  ※ 厚生労働省の特定行為研修修了証が授与されます。 

自施設 

本学 

本学 

（注1）共通科目の一部はeラーニングを使用します。週５日、1日3 時間～4 時間の受講時間が必要です。eラーニングは、

学内で受講することも可能です。e ラーニング期間中、月に2～3回程度、オンラインで受講状況を確認します。 

（注2）集合教育及び実習は、本学まで通える環境を整えてください。特定行為実習は自施設で行います。 

 

（2）特定行為を組み込んだ新カリキュラム 

 共通科目 380 時間 認定看護分野専門科目 195 時間 演習・実習 165 時間 

１．臨床病態生理学 

２．臨床推論 

３．臨床推論：医療面接 

４．フィジカルアセスメント：基礎 

５．フィジカルアセスメント：応用 

６．臨床薬理学：薬物動態 

７．臨床薬理学：薬理作用 

８．臨床薬理学：薬物治療・管理 

９．疾病・臨床病態概論 

10．疾病・臨床病態概論：状況別 

11．医療安全学：医療倫理 

12．医療安全学：医療安全管理 

13．チーム医療論（特定行為実践） 

14．特定行為実践 

15．指導 

16．相談 

17．看護管理 

40 

45 

15 

30 

30 

15 

15 

30 

40 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

１．認知症看護概論 

２．認知症の病態生理・臨床診断・治療 

３．認知症看護における倫理 

４．認知症の人とのコミュニケーション 

５．認知症の人のケアマネジメント 

６．認知症の人の生活機能の評価と支援 

７．認知症の人の家族支援 

 

30 

45 

15 

15 

45 

30 

15 

 

 

 

１．総合演習 

２．臨地実習 

15 

150 

特定行為研修区分別科目 57 時間 

１．栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

２．精神・神経症状に係る薬剤投与関連 

22 

35 
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（3）特定行為実習について（★） 

   原則、受講者の所属施設（自施設）で実習を行います。病棟や外来だけではなく、訪問看護ステ

ーションや高齢者施設でも実習可能です。管理者と事前に相談し、特定行為実習が自施設で実施で

きるよう準備を進めてください。 

   入学前から特定行為実習を自施設で行える環境を整えていくプロセスにおいて、指導医との信

頼関係のもと安全な特定行為実践が可能となります。また、管理者との調整では認定看護師活動の

基盤をつくることができます。 

 

  【自施設実習を推奨する理由】 

① 研修修了後に活動するための基盤づくり 

ⅰ）研修修了後に自施設で特定行為を実施する場合は指導医が必要となるため。 

ⅱ）自施設実習の準備の段階から指導医と連携を図ることができるため。 

ⅲ）施設によって特定行為の内容や求めるレベルが違うため、自施設に合わせた実習が可能とな

るため。  

② 感染症対策 

ⅰ）感染症の流行状況によって、実習協力施設での実習が困難となる場合があるため。 

 

【自施設実習の要件】 

① 所属施設の医療安全体制、緊急時の対応体制を構築していること。 

② 指導者（医師を必ず1 名含む）を確保できること。 

ⅰ）指導者とは以下の者をいう（医師、看護師ともに何れか一つを満たすこと）。 

〔医師〕 

・医師の臨床研修に係る指導医講習会を受講している 

・医師臨床研修指導歴がある 

・担当分野に関する医学生への指導歴がある 

〔看護師〕 

・特定行為研修を修了した者（区分は問わない） 

・認定看護師または専門看護師であること  

・大学等における教授経験を有すること 

ⅱ）特定行為研修指導者講習会を受講していることが望ましい。 

③ 患者への同意説明体制がとれること。 

④ 実習期間内に該当症例数の確保等の要件を満たす体制が望ましい。 

 

 

１０．資格の取得について 

  教育課程修了者は、公益社団法人日本看護協会が実施する認定看護師認定審査「認知症看護」分野を

受験する資格を取得できます。 

  また、厚生労働省の特定行為研修修了証が授与されます。 
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１１．奨学金等について 

（1）奨学金 

公益社団法人日本看護協会 認定看護師教育課程奨学金（貸与） 

※ 奨学金の貸与を希望する方は、以下の問合せ先に直接ご相談ください。 

    【応募先・問合せ先】 

      〒150-0001 東京都渋谷区神宮前5-8-2 

      公益社団法人日本看護協会 奨学金事務局（認定看護師教育課程奨学金担当） 

      電話番号：03-6704-8802    E-mail：scholarship@nurse.or.jp 

 （2）教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付） 

認定看護師教育課程（認知症看護分野）は、厚生労働省から教育訓練給付制度の専門実践教育訓練

講座の指定を受けています。 

一定の要件を満たす雇用保険の被保険者（在職者）又は被保険者であった者（離職者）が、厚生労

働大臣の指定する教育訓練を受講した場合に、ハローワークへ申請することにより、教育訓練施設に

支払った経費の一部について給付を受けることができます。制度詳細については、最寄りのハローワ

ークへご相談ください。※受講開始の前までに、ご自身によるハローワークでの手続きが必要です。 

 

 

１２．個人情報の取扱いについて 

  出願の際に提出された入学願書等の書類に記載されている、氏名、性別、生年月日、住所、その他の

個人情報は、入学者選抜（出願処理、選考実施）及び合格発表並びに入学手続（入学時に必要な経費の

通知、書類の送付、入学後の連絡事項）を行うために利用します。また、個人が特定できないように統

計処理したデータを、入学者選抜に関する調査・研究等で利用します。 

  ※ 本学が取得した個人情報は、出願者本人の同意を得ることなく、他の目的で利用または第三者に提

供することはありません。 

 

 

１３．請求により本人に開示される試験成績 

令和8 年度入学者選抜に係る成績の開示は、次のとおり取り扱います。 

（1）成績を開示する対象者は、受験者本人のみとします（代理人への開示は行いません）。 

（2）開示する成績は、合格、不合格を問わず筆記試験の点数のみとし、出願書類、面接評価及び順位は

公表しません。 

（3）成績開示申請期間は、令和8 年5 月1 日～5 月29 日（土・日・祝日は除く）の午前9 時～午後5

時とします。 

（4）申請書類は、成績開示申請書、受験票（本人確認のため）、及び返信用封筒（本人氏名・自宅住所

を記載、長形3 号・460 円分の切手を貼付）とします。 

（5）申請は、窓口（入試・広報課）または郵送で受け付けます。 

（6）成績開示申請の詳しい手続は、成績開示申請期間に本学のホームページに掲載します。 

（7）成績開示は本人への郵送のみで行い、提出した受験票は、成績開示郵送の際に本人に返却します。 

（8）令和7 年度以前の入学者選抜に係る個人成績は、開示しません。  

mailto:scholarship@nurse.or.jp
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Ⅱ 選抜要項 

１．出願資格 

  出願資格は、以下の要件をすべて満たしていること。 

 （1）日本国の看護師免許を有すること。 

 （2）看護師免許を取得後、通算５年以上の看護実務研修をしていること。※令和7 年10 月31 日時点 

（3）（2）の看護実務研修のうち、通算 3 年以上は、特定の看護分野の実務研修をしていること。特定

の看護分野の実務研修内容の基準については、日本看護協会が定める内容に準拠し、次のとおりと

する。※令和7 年10 月31 日時点 

① 通算３年以上、認知症の人の多い施設（在宅ケア領域を含む）での看護実績を有すること。  

② 認知症の人の看護を5 例以上担当した実績を有すること。 

③ 現在、認知症の人の多い医療・福祉施設（在宅ケア領域を含む）等で認知症の人の看護実践に携

わっていることが望ましい。 

 

２．出願書類 ※ 本学ホームページからダウンロードしてください。 
  

提 出 書 類 PDF Word 

① 【様式１】入学願書 ○  

② 【様式２】個人調書 ○  

③ 
【様式３】実務研修報告書 

（注）記入欄が足りない場合は、必要枚数をコピーして使用すること。 
○  

④ 

【様式４】志望理由書 

（注）Word で作成する際の文字の大きさは10 ポイントとし、記述フォームの変更は

認めない。 

 ○ 

⑤ 【様式５】勤務証明書 ○  

⑥ 

【様式６】事例経験証明書 

（注）・認知症または認知機能低下のある人の看護を5 事例記入（１事例は様式6-1、

２～５事例は様式 6-2、6-3）し、管理者（看護師長以上の職位の方）の承認

印を押印してもらうこと。 

   ・客観的な情報から認知症の人の状態をアセスメントし、看護問題を抽出した上

で、その解決の過程を簡潔・明瞭に記述すること。 

   ・Word で作成する際の文字の大きさは 10 ポイントとし、記述フォームの変更

は認めない。 

 ○ 

⑦ 【様式７】受験票・写真票・入学検定料振込証明書 ○  

⑧ 
【様式8】特定行為実習に関する施設情報  

（注）現在所属している機関（施設）について記入すること。 
○  

⑨ 
【様式9】受験許可書（入学同意書） 

（注）所属機関の施設代表者が記入すること。 
○  

⑩ 
看護師免許証の写し １部 

（注）A4 サイズに縮小コピーすること。 

⑪ 
（編入学者のみ）特定行為研修修了証の写し又は証明書 1 部 

（注）A4 サイズに縮小コピーすること。 

⑫ 
受験票返信用封筒 １枚 

（注）本人氏名・自宅住所を記載、長形３号120×235mm サイズ、410 円分の切手を貼付すること。 

※各種証明書の姓と現在の姓が異なる場合は、公的に証明できるもの（戸籍の個人事項証明書等）を提出してください。 
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３．選抜方法 

選抜方法については、３ページを参照してください。 
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４．実務研修報告書の記入例  
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Ⅲ 入学試験会場案内図・問合せ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●会場までの交通機関…JR「西里駅」正面，JR「熊本駅」～「西里駅」約10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

〈問合せ先〉 

入試・広報課 認定看護師教育課程担当 

電話 096-275-2215（直通） 

〒861-5598 熊本市北区和泉町325 

URL https://www.kumamoto-hsu.ac.jp 

E-mail nyushi@kumamoto-hsu.ac.jp 


